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(1) },,{ jkS  ：分集団の集合、 jk, 等は各分集団を表す。Sは可算無限集合。 
（システム自然科学研究科） 
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      ,,,,, )(1)1(11 NNNN kkPkkP   は N,,2,1  の任意の置換。 
(5)１世代の構成： iii NNN
繁殖移住
 * 、移住後の個体数の増減は繁殖によって元に戻る。 










kii SiSiE  ),(0);;( 、 i は分集団 iからのサンプル数。 
    SiSi ii  ;,;  、 E  のとき、 );( Siii   と定義する。 
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（システム自然科学研究科）       
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ログラム（Genetree, Migrate-n, Lamarc など）にも貢献できると期待される。 
 
最 終 試 験 結 果 








鎌田 直子、渡邊 裕司、田嶋 文生 
最終試験結果の要旨 
 公聴会の発表は導入部から本論へと順を追って、数学的内容を分かり易く工夫されたものであっ
た。質疑応答においては、実用上の質問等に対する応答が明確さを欠いていたが、今後も幅広い学識
を身に付けるように更なる研鑚に努めることを期待する。集団遺伝学の純粋理論分野において重要な
貢献度のある研究であり、必要な学識は有していると考えられる。以上より本研究科の学位授与に値
すると判断し、合格とする。 
（システム自然科学研究科） 
